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       障がい児者とその家族を支援する事業を行なっています。 
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La cuatro estación（春夏秋冬） 
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「セーブ・ザ・チルドレン×さなぶりファ

ンド こども☆はぐくみファンド 第3期」 

ぱるけは、東日本大震災後に、子どもたちのた

めの国際 NGO、「公益社団法人セーブ・ザ・チル

ドレン・ジャパン」さんと、「公益財団法人 地

域創造基金さなぶり」さんとの協働事業として、被災地における子ども支援を行う NPO 等に向けた活動支援事

業の支援金を頂き、2年間活動をしてきました。今年度は 3期目ということで、支援金最後の 1年間を下記の

目的で事業展開してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これまでのぱるけを振り返り、これからのぱるけを考え具体的な行動にしていく、大切な 1 年に位置づ

けております。支援金を頂き得た知識・情報・ノウハウ等を、多くの方と共有できるようにしていきた

いと考えております。 

あみーごクラブ 

＜小学生あみーごクラブ＆中高生大学生オフ会＞ 

６月２９日（日）、みやぎＮＰＯプラザで小学生あみーごクラブがありました。小学生 9

名、高校大学生のボランティア 4 名、スタッフ 5 名の計 18 名が参加し、午前中はダ

ンボールで巨大迷路作りです。初めは緊張していた子もどんどんアイディアを出し

て、お昼前には研修室いっぱいに仕掛け満載の迷路が完成し、ドキドキワクワクし

ながら、迷路を楽しみました。午後は宇都宮 SHAMS さんの視察報告やゲームを行

いました。参加者からは「楽しかった」「皆、協力して取り組め良かった」などの感想がありました。オフ会では、次回 8

月 10 日の活動(宿題大作戦)の話し合いも行いましたが、残念ながら第 2 回目は、台風接近のため活動もオフ会も中

止となってしまいました。次の機会を楽しみにしたいと思います。 

＜あみーご研修旅行＞ 

8 月 2 日(土)～3 日(日)、あみーごの高校大学生３名、社会人１名、ぱるけ職員４名

の計 8 名で東京に視察旅行に行きました。１日目は、国立東京オリンピック青少年

総合センターで、グループワークと屋外活動(東京探検)。お互いの考えを知り、発見

があったり、交流を深めたりすることができました。２日目は、公益財団法人東京Ｙ

ＷＣＡのきょうだい会「きらりんこ」の活動を見学しました。一緒にプラ板工作をしたり、

カレーを食べたりしました。ぱるけの「ちょこっとねっと」の紙芝居も披露し、皆、真剣

に聞いている姿が印象的でした。普段体験できない２日間を共有できたことで、今

後のあみーごクラブの成長にも期待できると思います。 

 

☆ボランティアを募集しています☆ 

放課後等デイサービスの３事業所（柏木・南仙台・西中田）で随時募集中です。 

平日放課後は１４時～１７時、長期休暇中は１０時～１６時の間で、活動できる日にちや時間帯はご相談くだ

さい。子どもたちの買いもの活動や工作等のサポートや、絵本や玩具、体を動かして一緒に楽しく遊んで下さ

い。子どもたちは、一緒に楽しんでくれるボランティアの方々を待っています！  

ご希望の方は、各事業所に直接お問い合わせください。 

＜目的＞ 

 職員の知識技術の継承と定着やスキルアップなどを目的に人材育成の仕組みを再検討し、研修を通じて質

を高め次世代の管理職を育成する。 

 職員全体のチーム力の向上を図り、ビジョンの共有の下、法人の中長期計画を策定し、事業発展のための

基盤を整備する。 

 ちょこっと・ねっとの出前講座などの活動の場を広げ、啓発活動を進めていくことにより活動に対する理

解者を増やしていくと同時に活動に参加する当事者の親であるメンバーのエンパワメントを促進する。 

 きょうだい支援のコアメンバーの育成を目的として、高校生～大学生のきょうだいとスタッフが視察を実

施し、他県のきょうだいと交流を深め、ネットワークを形成することで今後のあみーごの活動内容につい

てビジョンを形成する。 
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ちょこっと・ねっと 

仙台市政だより平成 26年 5 月号に、ヘルプカード（右図）のことが掲

載されました。これは、障害のある方が緊急時や災害時、周囲の配慮

や手助けをお願いしやすくするためにと仙台市で作成したものです。

ちょこっと・ねっとでも、同じ趣旨でマークを作成しようと考えてお

りました。そこで、9月 10 日にヘルプカードの担当の方と想いの共有

や意見交換等を行いました。「困っているときにちょこっと手助けをし

てくれる人が増えていくこと」その想いは私たちと同じでした。このヘルプカードが、これから色々な

場面で活用されていけばよいなと思いました。 

また、ちょこっと・ねっとの活動が、仙台市政だより 7 月号裏表紙の「私の防災宣言」に掲載されまし

た。冊子や紙芝居などの活動について、とても分かりやすく紹介されています。仙台市のＨＰからも見

る事が出来ます。ちょこっと・ねっとの想いや輪が少しずつ広がってきています。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

職員研修 報告 

（株）東日本マネジメントサービス様より、経営コンサルタント 村上 伸子（むらかみ しんこ）先生をお

招きして、２回にわたりリスクマネジメントに関する研修を行いました。 

１．「様々なトラブルの対処法と未然防止」 

日時：６月１６日（月）９：３０～１２：３０  場所：仙台市戦災復興記念館 

内容：「最大の損失を最小にする」という『ミニマックス戦略』の考え方を学びました。最大の損失（最も回

避するべき問題）は何かという視点を持ち、優先順位をつけて分析することで、取り組むべき事が整理さ

れると分かりました。また、分析の具体的な方法として「ＫＴ法」をグループワークを通じて実践しまし

た。考え方と手法の二つの側面から学ぶことができ、問題解決に向けてスタッフ全員が前向きに取り組ん

でいく力になったと思います。 

２．「問題解決にポジティブ・アプローチを」 

日時：６月２０日（金）９：３０～１２：３０  場所：仙台市市民活動サポートセンター 

内容：「人は自己実現のために生きる」（マズローの欲求５段階説の逆転）という話から出発し、相手を認める

姿勢の大切さを再確認しました。より良い組織づくりのために「達人」を見つけ、それを認め合い業務改善

に役立てていこうという「ポジティブ・アプローチ」は、ぱるけの取り組みの中に早速取り入れています。 

 

また、今年度の法人目標の中で掲げるチームワークの向上のため、ＮＰＯ法人せんだい・みやぎＮＰＯセンタ

ー事務局長 伊藤 浩子氏を講師にお招きして研修を行いました。 

日時：６月２７日（金）９：３０～１２：３０  場所：仙台市市民活動サポートセンター 

内容：「何かを学ぶためには 自分で体験する以上によい方法はない」という言葉をキーフレーズに、３つの

ワークを通じて、チーム作りについて学びました。議論を進めるチームと、まわりから客観的に見るチー

ムが意見を交わしあうことで、チームにおける役割分担や、時間配分への配慮、メンバー全員から意見を

引き出すために必要なスキルなど様々な気づきが得られました。チーム全体で子どもと関わり、より良い

支援につなげていくために、研修から得た気づき・学びを日々の職務の場で発揮していきたいと思います。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

視察報告 

「セーブ・ザ・チルドレン×さなぶりファンド こども☆はぐくみファンド」の支援を受けて、６月２５日（水）

職員２名が埼玉県和光市の NＰＯ法人ポコ・ア・ポコ（埼玉県和光市で、放課後等デイサービス・ケアホーム・

社会参加事業（余暇支援活動）・生活サポート事業（埼玉県独自の事業）などの活動をされている団体です。）

へ視察に行きました。 

今回の視察の主な目的としては、他県の障がい児の福祉サービスを知る、他団体の自主事業の活動内容・地

域交流の取り組み・事務局運営等を知る、ケアホームの取り組みを知ることです。ニーズに応えて事業を広げ

ていった経緯はぱるけと通じるところがあり、保護者の方や地域を巻き込んで活動している様子はとても参考

になりました。現状に合った方法をためらわずに実践していくことが大切だと思いました。また、子どもたち

の将来の生活をイメージするうえで、ケアホームを見学させていただき、とても有意義でした。お忙しい中、

視察の受け入れをして頂き、本当にありがとうございました。 
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☆よろしくお願いします☆ 

7 月より、古林史子さんがぱるけの職員となり

ました。いつも明るい笑顔で、日々子ども達と

遊んでいます！ 

★ありがとうございました★ 

長年、ぱるけを支えてきた田中早富さんと遊佐

ふみ子さんが、ぱるけを卒業しました。本当に 

今までありがとうございました。 

 

                

 

 

 

 

～ぱるけ柏木（小学生対象放課後等デイサービス）～ 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

線内は、未記入でお願いします。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

～ぱるけ南仙台（小学生対象放課後等デイサービス）～ 

今年の夏休みは、地下鉄を利用して宮城県警や笹かま館に見学に行ったり、廃材を使って素敵なエコバックや 

巾着を作りました。5 月から育てている野菜も実り、ピーマン、トマトでピザ作り、赤いパプリカを練りこんで手作

りうどんの調理活動も好評でした。今年も中田温水プールにも行きました。子供たちのパワーは、大きくてスタ

ッフも負けずにパワー全開で活動できました。日々放課後の活動では経験できないことで、新たな発見もできま

した。8 月から新しいお友達も 5 人加わりにぎやかになりました。さらにパワーアップした南仙台をよろしくお願

いいたします。 

 

きゅうりたくさんとれたよ！  ストライクとれるかな   手作りうどん 

収穫しよう          よっしゃー！気合だー   うどんには、パプリカを練りこみました 

  

ほっとネットｉｎ東中田（子どもも大人もお年よりも、病気や障害を持っていても、すべての人が 

安心して生活できる地域を目指して、東中田にある事業所や民生委員・町内会等で組織した、顔の 

見えるネットワークです） 

平成 26 年度活動テーマ：「地域がつながって、防災・減災のまち・東中田」 

6 月に地域防災訓練で地域一体となり訓練を行いました。 

毎月第１金曜/運営委員会、毎月第 3 金曜/定例会を行っています 

年 2～３回地域防災関連の講演会/ワークショップ開催 

10 月 4 日（土）東中田市民まつり参加   10 月 17 日（水）ほっとネット講演会開催 

 

＜夏休み活動＞ 

今年の夏休みは、初めての試みが三つありました。 

「カラオケ大会」、「おつかい」、「合同ちぎり絵」の三つです。カラオケは好きな曲を 

リクエスト表から選び、前に出て、ＣＤに合わせて歌います。皆、大盛り上がりで、 

歌ったり、踊ったりしました。「おつかい」はおうちの人に頼まれたものをスーパー 

で探して、購入。お母さんに「買ってきたよ！」と嬉しそうに報告していました。 

「ちぎり絵」は曜日ごとの作品を合体させ、大きなお花畑を作りました。  

初めての試みを通し、自信や達成感、満足感を得られました。一回り成長できたのではないでしょうか。 

てらまちフェスタ 2014～あそびでつながるまちづくり～ 

昨年 12 月に行った「あそびでつながるまちづくり」からの輪が広

がり、今年もイベントを行うことになりました。当日、どなたでも参

加できますので、ぜひどうぞ！ 

日時：平成 26年 10 月 15 日（水） 10：00～12：00 

場所：通町小学校体育館（上靴持参） 

♪割りばし鉄砲、カプラ、アロマ、五平もちなどのコーナーやちょ

こっとねっとの紙芝居もあります♪ 
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～ぱるけ西中田（中高生対象放課後等デイサービス）～ 

 長い夏休みが終わり、放課後がスタートしました。ぱるけ西中田には、日に焼けた明るい笑顔と元気

な声でいっぱいです。夏休みを通してたくさんの貴重な体験をしたことと思います。ぱるけ西中田でも

夏休み、色々な活動をしました。その一部の様子を紹介いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊9 月フィットネスクラブ（ダンス、ストレッチが始まりました。）放課後は、一人一人の趣味活動が充

実できるようにスタッフ一同頑張りたいと思います。よろしくお願い致します。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

       

★★夏休み★★ヘルプで初チャレンジ ！！  

中学 1 年生の A さんは、お母さんがお留守の時間帯をヘルパーさんと過ごしました。お家のお手伝いも兼ね

て “皿洗い”“洗濯物たたみ”“昼食作り”などなど。いつもは、お母さんがしてくれている“家事”を体験しました。

最初は汚れたお皿を洗うのにためらいもありましたが、きれいになったお皿を見て満足げでした。!(^^)! 

高校一年生の B さんは、カフェでお茶をしてきました。図書館の帰り道、いつもならスーパーのフードコートで

ペットボトルをチョイスするのですが、その日はカフェで“ヨーグルトドリンク”を注文。少し緊張しながらも、周りの

雰囲気を楽しんでいました。（*^_^*） 

 社会人 4 年目の C さんは、仕事を終えた夜の時間帯にヘルパーさんとバスタイム ♨お湯張りや下着やタオ

ル類の確認も C さんとヘルパーさんとで一緒に準備します。シャンプーの洗い流しや仕上げはヘルパーさんが

お手伝いします。背中を洗う際のタオルの使い方がとても上手！！ヘルパーも感心してしまいました。 

お風呂上がりの一杯は、“冷たいジュース”です。一日の疲れを癒し、また次の日の頑張りにつなげています。 

 

 それぞれの夏の初チャレンジがこれからも続けられるよう、かりーにょも応援しています！！ 

～エリア会議～みんなのふれあいネットワーク 

エリア会議は太白区の自立支援協議会です。太白区を 3 グループに分け、ぱるけは西中田・東中田の

グループです。平成 26 年度も継続して参加し、地域での顔の見える関係作りと社会資源の開拓を行い

ます。各所で、事例検討会や課題を持ち寄り話し合いをします。 

7 月は、「つながろう！ひろめよう！計画相談」についてのインフォメーション 

計画相談について（相談支援部会・意見交換会）指定特定相談支援事業者のリストについて検討しまし

た。今後は、各事業所から課題を出してもらい情報交換と課題解決の話し合いをしていきます。 

＊顔の見える関係づくり＊情報交換、情報共有＊エリア地域内の課題抽出をみんなでまとめて全体会（太

白区エリア）で発表して共有していきます。 

＊びすた～り＊長町駅近（就労継続支援事業Ａ型）び

すた～り・ランチに行きました。お店の方にびすた～

りについてお話しして頂きました。びすた～りでは、

あいさつや自分の気持ちを伝えることができるよう

に日々頑張っているということでした。 

＊調理活動＊福祉プラザ調理室で昼食（そうめん、

カレー、ソースかつ丼、中華丼）を曜日ごとに作り

ました。包丁で材料を切る人、炒める人、皿を洗う

人、みんなで力を合わせて協力している姿がとても

素敵でした。 
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あみすた 

ぱるけ西中田の卒業生の皆さんに、「あみすた」入会のご案内をし

ています。一緒に活動することを通じて、会員同士が親睦を深め、

卒業後もぱるけとのつながりを継続していただくことを目的とし

ています。平成２６年度は、年間３回の開催を予定しています。 

今年度の第１回目は、７月１３日（日）ぱるけ西中田で行いまし

た。合計８名の卒業生が、ヘルパーと一緒に、又は、一人でバス

や電車に乗って、来てくれました。今回は、今年４月に卒業して社会人となった２名の新メンバーの歓

迎会を行いました。お昼の買い出しと室内の飾りつけを分担し、お互いの近況や懐かしい話題で盛り上

がりながら、和気あいあいと準備をしました。先輩卒業生の開会のことばでスタートし、昼食後は、お

互いに名前を覚えてもらえるように、簡単なゲームを用意して楽しんでもらいました。社会人となった

メンバーは、懐かしい本を広げてみたり、最近のお気に入りをみんなに聞かせてくれたり、西中田にい

た時から大事にしている趣味を続けていたりと、余暇を大切にしながら大人になった姿を見せてくれま

した。スタッフもぱるけの仲間としてあみすたをとても楽しみにています。参加者もメンバー同士・ス

タッフとの再会を喜んでいて、毎回、とても素敵な笑顔をたくさん見ることができます。いつも次回の

企画の希望を伝えてくれる参加者もいます。「また会いたい」「あみすたが待ち遠しい」そう言ってもら

えるよう、みんなで楽しい場所と時間を共有してこれからも活動していきたいと思っています。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

計画相談てなんだろう？  

 

 

 

 

 

 

 

 

サービス等利用計画・障害児利用計画とは、ご本人が望む生活について総合的な援助方針や解決すべき課

題を踏まえ、最も適切なサービス等の組み合わせについて検討し作成したものです。 

 ＜計画を作成する人は？＞ 

サービス等利用計画・障害児支援利用計画は、市が指定する「指定特定相談事業者」または「指定障害児

相談支援事業者」が作成します。 

また、事業者に代わり、本人や家族、支援者等が計画（セルフプラン）を作成することも可能です。ただ

し、その場合は、市から作成者へ報酬は支払われません。 

 ＜サービス等利用計画・障害児支援利用計画の利点は？＞ 

相談支援事業者から、適切なサービスの組み合わせの提案を受けることができます。 

一つの計画を基に関係者が情報を共有し、一体的な支援を受けることができます。 

本人のニーズに基づく計画を作成することで、本人中心の支援を受けることができます。 

相談支援専門員が本人のライフステージに寄り添い、定期的なモニタリングの実施によりを継続的な支援

を受けることができます。 

＜作成する時期は？＞ 

サービスの「新規申請（追加を含む）」「支給期間更新」「支給量の変更」を行う時となります。 

【具体例】 

①サービスの「支給期間更新」の場合、お住まいの区である障害高齢課窓口からサービスの期限が切れる

２ヶ月前に、サービス等利用計画またはセルフプラン作成の勧奨通知が届きます。 

②セルフプラン作成か事業者作成かを申請者が選択します。 

③作成依頼の場合には、申請者は事業者へ連絡し作成してもらえる事業者を特定します。特定後、サービ

スの支給決定を行っている区障害高齢課から計画作成依頼書を交付してもらいます。 

５月２７日 全体研修 計画相談 （一般公開）資料より 

詳細は、指定特定相談所に問い合わせもしくは、仙台市ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ「計画相談支援等について」をご覧下さい。 

障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律（障害者総合支援法）及び児童福祉法

の改正により相談支援体系が見直され、平成 24年 4 月から相談支援が再編されました。 

 計画相談支援や障害児相談支援については、平成 27 年 3 月末までに原則として全ての障害福祉サ

ービス等を利用する障害者に適用することとされています。そのため、本市においても、計画相談支

援及び障害児相談支援の導入を大幅に拡大していくことが必要となっています。 

 計画相談支援等の利用を希望しない場合等には、指定特定相談支援事業者が作成する「サービス等

利用計画案」に代えて、「セルフプラン」を作成し提出することができます。 （仙台市ホームページより） 
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研 修 

＜法人内部研修＞ 

５月２７日 全体研修 計画相談 （一般公開） 

６月１６日 全体研修 チームワーク 

６月２０日 全体研修 様々なﾄﾗﾌﾞﾙの対処法と未然防止 

６月２７日 全体研修 問題解決にﾎﾟｼﾞﾃｨﾌﾞｱﾌﾟﾛｰﾁ 

８月２日３日 あみーご研修旅行 inTokyo 

９月１２日 常勤職員対象 視察先プレゼン 

９月１４日１５日 職員合宿 

＜外部研修参加実績＞ 

６月１８日 放課後ケアネットワーク仙台  テーマ別情報交換会           ３名 

６月日22日23日 こどもはぐくみファンド 学びあいフォーラム 2014     ２名 

６月２５日 和光市 NPO 法人ポコアポコ視察 ２名 

７月６日 全国放課後連研修 第２１回研修 in 仙台 ３名 

８月２５日 仙台市主催研修  BCP・虐待防止 ６名 

８月１６日 KDDI セミナー クラウド体験会 ２名 

９月１７日 子どもの放課後支援をすすめる会 「子どもの参加ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ」入門セミナー 13 名 

９月１７日 福祉施設・介護事業者向けリスクマネジメントセミナー ５名 

職員合宿 報告 

念願でもありました職員合宿を「セーブ・ザ・チルドレン×さなぶりファンド こども☆はぐくみファ

ンド」の支援金で９月１４日１５日に開催しました。 

講師に桜井高志氏（桜井・法貴グローバル教育研究所代表）をお迎えし、『ぱるけの今後を、楽しく考え

る職員の合宿～チーム力を高め、協力して課題に取り組むために』をテーマに、参加型学習の充実した

内容で頭と身体を使った２日間となりました。 

イメージ他己紹介：イメージするということは「先入観」で考えるということで、先入観は、決めつけ

てはいけないが持ってしまうものであり、相手のことを考える手助けになるものです。もし違うことを

言われたら訂正（正しい自分を知ってもらう）することでコミュニケーションが取れます。 

人権：日本は「仲良くなりましょう」、西洋は「仲良くできない人とどう付き合っていくか」という考え

方をしているということなど、ぱるけ職員として子どもの人権を考えました。 

その他、「部屋の四隅」「指相撲」「名札」などの演習からたくさんのヒントをもらうことが出来ました。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

総会報告   

平成２６年５月２７日（火）、１１：００から仙台市市民活動サポートセンターのセミナーホールで第

９回通常総会を開催し、無事終了いたしました。皆様のご協力に感謝申し上げます。 

出席者：正会員７７名中、本人出席委任状合わせて４４名で総会は成立しました。 

最初に代表理事の挨拶で、会員の皆様へ感謝の気持ちを述べさせていただきました。 

平成２５年度の事業報告①法人の活動報告（理事会・体制・連携・助成金）②各事業所報告③自主事

業④収支決算報告をしました。続いて、議案（平成２５年度決算報告・平成２６年度事業計画及び予算

案・定款変更・会費の変更・役員解任及び選任）に移り、全ての議案に承認して頂くことができました。 

 定款変更と会費の変更は、認定 NPO を目指すことや、法律移行等で生じた名称変更、今後の運営を考

慮した上で、皆様に承認を頂きました。また、事業計画では、相談支援事業所の開設に向けた準備を始

めること。講演活動や公開研修の実施、書籍販売等で売り上げを伸ばしていく活動を行うこと。運営の

合理化・経費削減等を考慮し、移転併所することなども進めていくことになります。承認して頂いた計

画を遂行し、今まで以上に信頼されるぱるけを目指していきたいと思いますので、ご理解、ご協力をお

願いいたします。 

 

 総会前には、地域生活・療育等支援センター サポートはぎ 相談支援専門員 菊地 理氏を講師に

お迎えし、一般公開の研修「計画相談」を開催しました。 

６月１６日全体研修の様子 
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＜平成２６年度 ＮＰＯ会員募集のお願い＞ 

ぱるけは、認定ＮＰＯ法人を目指します。そのためには、３０００円以上の寄付をしてくださ

る方が、あと 78 人以上必要となります。ぱるけの賛助会員になっていただくことでも可能で

す。または、正会員費の２口目以降を寄付金としていただけます。ぱるけが行う「障がい児と

その家族が安心して生活することができる地域社会の構築」のために自主的に行っている、き

ょうだいの会あみーごクラブ、ちょこっと・ねっとなどのＮＰＯ活動を応援してください。お

預かりした会費や寄付は、ぱるけが行うＮＰＯ活動費として大切に使わせていただきます。 

（平成２６年度会員数の正会員 35 名、賛助会員数 ５６名、寄付６名 ８月末日現在） 

 

＊正会員は、総会の議決権があります。 

＊正会員・賛助会員の皆さまには、ぱるけ通信を無料で送付いたします。 

＊賛助会員には、総会の議決権はありません。 

＊会費：５０００円/口 団体会員 １００００円/口 賛助会員：３０００円/口 

＊振込先①：ゆうちょ銀行 ０２２２０－８－９２７２６  

特定非営利活動法人ｱﾌﾀｰｽｸｰﾙぱるけ 

＊振込先②：７７銀行 北仙台支店 店コード：257 口座番号：9125825 

     特定非営利活動法人アフタースクールぱるけ 代表理事 谷津尚美（やつなおみ） 

    注１）お振込の際の手数料はご負担ください。 

    注２）振り込み後、事務局までお名前住所電話番号をお知らせください。 

 

 

 

  

 

平成２６年度後期の主な法人予定 （平成２６年９月現在） 

・１０月９日（木）  全体職員会議（経営ビジョン①） 

・１０月１３日（月祝）袋原たんぽぽホーム Ho っとキッズ、せんだんの杜、ぱるけあみーごくらぶ 

合同企画「Ho っとキッズ♪＆あみーごまつりⅡ（福祉プラザ ﾌﾟﾗｻﾞﾎｰﾙ） 

・１０月１４日１５日（火・水） かりーにょ秋休みイベント 

・１０月１５日（水） てらまちフェスタ（通町小学校体育館）参加 

・１０月１７日（金） 全体職員会議（経営ビジョン②） 

・１０月１８日（土） 西中田小学校元気っ子祭り参加 

・１０月３１日（金） 全体職員会議（前期振り返り） 

・１１月１６日（日）１７日（月） 管理者合宿 

・２月        救命救急講習 

           職員視察報告会（公開） 

・２月８日（日）   杜の子まつり（日立ｼｽﾃﾑｽﾞﾎｰﾙ仙台（青年文化会センター）） 

・２月１２日（木）  ぱるけ職員視察報告会（予定） 

・３月卒業を祝う会（通所各事業所） 

＜職員視察研修＞ 

平成２６年９月～平成２７年１月の間で、職員視察研修を行います。 

目的：・法人の現状に応じた視察先を選定し、自らの課題意識で視察の企画・プレゼンができる。 

   ・視察後の報告書や報告会で他の職員と共有することで、法人の現状の捉えや課題解決の方法を 

    発見し、今後の中長期計画を策定することができる。 

   ・視察先との新たなネットワークを築くことができる。 

報告会：平成２７年２月予定 

    公開の報告会になりますので、ご興味のある方は是非ご参加ください。 

    詳細が決まりましたらチラシ・ブログ等でお知らせ致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜お願い＞  

書き損じはがきがありましたら、ぱるけに寄付していただけませんか？ 

 


